
(57)【要約】

【課題】揺動機構の構成が異なっていても、超音波診断

装置を物理的に改造することなく、超音波診断装置に簡

便に接続可能な超音波探触子を提供する。

【解決手段】電気信号と超音波を相互に変換する音響素

子１０１と、音響素子を揺動する揺動機構１０２と、超

音波診断装置に接続するためのコネクタ１０６とを備え

、該コネクタは、揺動機構を制御する制御装置１０７を

内蔵する。これにより、超音波探触子ごとにそれに適し

た制御装置を構成することができ、超音波診断装置は制

御装置に指令を出すだけで、超音波探触子の揺動制御を

行なうことが可能となる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 気 信 号 と 超 音 波 を 相 互 に 変 換 す る 音 響 素 子 と 、
前 記 音 響 素 子 を 揺 動 す る 揺 動 機 構 と 、
超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ と を 備 え 、
前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 揺 動 機 構 を 制 御 す る 制 御 装 置 を 内 蔵 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探
触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 揺 動 機 構 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 と 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 か ら の 指 令 に
応 じ て 前 記 駆 動 回 路 を 制 御 す る 制 御 回 路 と を 備 え 、 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 駆 動 回 路 を 冷 却
す る 冷 却 手 段 を 備 え る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 冷 却 手 段 は 、 前 記 コ ネ ク タ に 設 け ら れ た 空 気 流 動 用 の 開 口 部 と 、 空 気 を 強 制 的 に 流 動
さ せ る フ ァ ン と で 構 成 さ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 冷 却 手 段 は 、 前 記 コ ネ ク タ に 設 け ら れ た 複 数 の フ ィ ン と 、 前 記 コ ネ ク タ の 外 部 に 設 け
ら れ た フ ァ ン と で 構 成 さ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 コ ネ ク タ は 、 内 部 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 装 置 を 有 す る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 超
音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 温 度 検 出 装 置 に よ り 検 出 さ れ た 温 度 に 応 じ て 前 記 フ ァ ン の 回 転 数 を
制 御 す る 回 転 数 制 御 装 置 を 有 す る 請 求 項 ５ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 揺 動 機 構 は 、 揺 動 角 度 を 検 出 す る エ ン コ ー ダ を 備 え 、 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 エ ン コ ー
ダ に よ り 検 出 さ れ た 揺 動 角 度 に 対 す る 補 正 値 が 予 め 格 納 さ れ た 記 憶 回 路 を 備 え る 請 求 項 １
か ら ６ の い ず れ か 一 項 記 載 の 超 音 波 探 触 子
【 請 求 項 ８ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 記 憶 回 路 に 格 納 さ れ て い る 揺 動 角 度 の 補 正 値 に よ り 、 前 記 エ ン コ ー
ダ に よ り 検 出 さ れ た 揺 動 角 度 を 補 正 し 、 前 記 揺 動 機 構 の 原 点 位 置 を 調 整 す る 請 求 項 ７ 記 載
の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 を 送 受 信 し て 体 内 臓 器 の 状 態 を 観 察 及 び 診 断 す る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 ３ 次 元 走 査 可 能 な 超 音 波 探 触 子 は 、 特 開 ２ ０ ０ １ ― ３ ２ ７ ５ ０ ６ 号 公 報 に 記 載 さ れ
た も の が 知 ら れ て い る 。 図 １ １ に 、 上 記 公 報 に 記 載 さ れ て い る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示
す 。 ３ 次 元 走 査 可 能 な 超 音 波 探 触 子 １ ０ は 、 複 数 の 振 動 子 か ら な る 振 動 子 ア レ イ １ ６ と 、
振 動 子 ア レ イ １ ０ を 機 械 的 に 揺 動 し て 走 査 す る 揺 動 機 構 １ ４ と 、 そ の 走 査 位 置 を 検 出 す る
走 査 位 置 検 出 器 １ ２ と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 １ ８ は 、 走 査 位 置 検 出 器 １ ２ に よ っ て 検 出 さ れ た 走 査 位 置 に 基 づ い て 、 揺 動 機 構 １
４ に よ る 走 査 を 制 御 す る 走 査 制 御 部 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 装 置 側 に 設 置 さ れ た 走 査 制 御 部 １ ８ が
、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 揺 動 機 構 １ ４ を 制 御 し て ３ 次 元 走 査 を 行 な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 走 査 制 御 部 １ ８ が 超 音 波 診 断 装 置 側 に 設
置 さ れ て い る た め 、 超 音 波 探 触 子 に お い て 揺 動 機 構 １ ４ が 異 な る と 、 走 査 制 御 部 １ ８ の 構
成 を 変 更 す る 必 要 が あ っ た 。 ま た 、 新 し く 開 発 さ れ た 超 音 波 探 触 子 は 、 そ れ 以 前 に 開 発 さ
れ た 超 音 波 診 断 装 置 に は 簡 単 に 接 続 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 か か る 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 揺 動 機 構 の 構 成 が
異 な っ て い て も 、 超 音 波 診 断 装 置 を 物 理 的 に 改 造 す る こ と な く 、 超 音 波 診 断 装 置 に 簡 便 に
接 続 可 能 な 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 は 、 電 気 信 号 と 超 音 波 を 相 互 に 変
換 す る 音 響 素 子 と 、 音 響 素 子 を 揺 動 す る 揺 動 機 構 と 、 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 す る た め の コ
ネ ク タ と を 備 え 、 該 コ ネ ク タ は 、 揺 動 機 構 を 制 御 す る 制 御 装 置 を 内 蔵 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 ご と に そ れ に 適 し た 制 御 装 置 を 構 成 す る こ と が 可 能 と な
る の で 、 超 音 波 診 断 装 置 は 制 御 装 置 に 指 令 を 出 す だ け で 、 超 音 波 探 触 子 の 揺 動 制 御 を 行 な
う こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 揺 動 機 構 の 構 成 が 異 な っ て い て も 、 超 音 波 診 断 装 置 を
物 理 的 に 改 造 す る こ と な く 、 超 音 波 探 触 子 を 超 音 波 診 断 装 置 に 簡 便 に 接 続 す る こ と が 可 能
に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 制 御 装 置 は 、 揺 動 機 構 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 と 、 超 音
波 診 断 装 置 か ら の 指 令 に 応 じ て 駆 動 回 路 を 制 御 す る 制 御 回 路 と を 備 え 、 コ ネ ク タ は 、 駆 動
回 路 を 冷 却 す る 冷 却 手 段 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 駆 動 回 路 に 含 ま れ る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 発 熱 に よ る 破 壊 を 防 ぐ こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 場 合 、 冷 却 手 段 は 、 コ ネ ク タ に 設 け ら れ た 空 気 流 動 用 の 開 口 部 と 、 空 気 を 強 制 的 に 流
動 さ せ る フ ァ ン と で 構 成 さ れ る こ と が 、 自 然 空 冷 よ り も 大 き な 熱 容 量 を 持 つ こ と が で き る
点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た は 、 冷 却 手 段 は 、 コ ネ ク タ に 設 け ら れ た 複 数 の フ ィ ン と 、 コ ネ ク タ の 外 部 に 設 け ら れ
た フ ァ ン と で 構 成 さ れ る こ と が 、 自 然 空 冷 よ り も 大 き な 熱 容 量 を 持 ち な が ら 、 コ ネ ク タ 内
部 へ の 異 物 の 侵 入 を 防 止 す る こ と が で き る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 コ ネ ク タ は 、 内 部 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 装 置 と 、 温 度 検 出 装 置 に よ り 検 出 さ
れ た 温 度 に 応 じ て フ ァ ン の 回 転 数 を 制 御 す る 回 転 数 制 御 装 置 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ 内 部 の 温 度 に 応 じ て 冷 却 手 段 の 動 作 を 制 御 す る こ と で 、 よ り
効 率 の 良 い 冷 却 を 行 な う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 揺 動 機 構 は 、 揺 動 角 度 を 検 出 す る エ ン コ ー ダ
を 備 え 、 制 御 装 置 は 、 エ ン コ ー ダ に よ り 検 出 さ れ た 揺 動 角 度 に 対 す る 補 正 値 が 予 め 格 納 さ
れ た 記 憶 回 路 を 備 え 、 記 憶 回 路 に 格 納 さ れ て い る 揺 動 角 度 の 補 正 値 に よ り 、 エ ン コ ー ダ に
よ り 検 出 さ れ た 揺 動 角 度 を 補 正 し 、 揺 動 機 構 の 原 点 位 置 を 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 エ ン コ ー ダ の 物 理 的 な 位 置 を 微 調 整 し な く と も 、 揺 動 角 度 精 度 の 高 い
超 音 波 探 触 子 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 第 １ の 実 施 形 態 ）
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 構 成 例 を 示 す 部 分 断 面 お よ び ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に お い て 、 超 音 波 探 触 子 １ は 、 電 気 信 号 と 超 音 波 を 相 互 に 変 換 す る 音 響 素 子 １ ０ １ と
、 音 響 素 子 １ ０ １ を 揺 動 す る 揺 動 機 構 １ ０ ２ と 、 音 響 素 子 １ ０ １ を 内 包 し 超 音 波 を 透 過 す
る 音 響 ウ ィ ン ド ウ １ ０ ３ と 、 音 響 素 子 １ ０ １ を 揺 動 可 能 に 保 持 す る フ レ ー ム １ ０ ４ と 、 電
気 信 号 を 伝 達 す る ケ ー ブ ル １ ０ ５ と 、 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 す る コ ネ ク タ １ ０ ６ と 、 コ ネ
ク タ １ ０ ６ 内 に 設 置 さ れ 揺 動 機 構 １ ０ ２ を 駆 動 制 御 す る 制 御 装 置 １ ０ ７ と で 構 成 さ れ る 。
な お 、 音 響 ウ ィ ン ド ウ １ ０ ３ 内 に は カ ッ プ リ ン グ 液 １ ０ ８ が 充 填 さ れ て い る 。 ま た 、 制 御
装 置 １ ０ ７ は 、 駆 動 回 路 １ １ ０ と 制 御 回 路 １ １ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 １ と 、 異 な る 構 成 （ 揺 動 機 構 の 駆 動 モ ー タ お よ び 駆 動
回 路 の 構 成 ） の 超 音 波 探 触 子 を 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 し た 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る た
め に 、 図 ２ Ａ に 、 図 １ と 同 じ 構 成 を と る 超 音 波 探 触 子 ２ ０ を 示 し 、 図 ２ Ｂ に 、 揺 動 機 構 の
駆 動 モ ー タ お よ び 駆 動 回 路 が 図 ２ Ａ と は 異 な る 超 音 波 探 触 子 ３ ０ の 構 成 を 示 す 。 な お 、 図
２ Ａ と 図 ２ Ｂ に お い て 、 同 じ 機 能 お よ び 同 じ 構 成 を と る 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ Ａ に 示 す 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 、 図 １ の 揺 動 機 構 １ ０ ２ に 三 相 モ ー タ ２ ０ １ を 使 用 し て
い る 。 ま た 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ 内 の 駆 動 回 路 １ １ ０ Ａ は 三 相 モ ー タ 用 の 駆 動 回 路 で あ る 。 こ
れ に 対 し て 、 図 ２ Ｂ に 示 す 超 音 波 探 触 子 ３ ０ は 、 揺 動 機 構 １ ０ ２ に 超 音 波 モ ー タ ２ ０ ２ を
使 用 し て い る 。 ま た 、 駆 動 回 路 １ １ ０ Ｂ は 超 音 波 モ ー タ 用 の 駆 動 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
超 音 波 探 触 子 ２ ０ と 超 音 波 探 触 子 ３ ０ に は 、 そ れ ぞ れ の 揺 動 機 構 １ ０ ２ に 最 適 化 さ れ た 駆
動 回 路 １ １ ０ Ａ 、 １ １ ０ Ｂ が 設 け ら れ て い る た め 、 超 音 波 診 断 装 置 か ら は そ れ ぞ れ の 制 御
回 路 １ １ １ に 揺 動 動 作 指 示 を 出 す こ と に よ っ て 、 揺 動 動 作 を 行 な わ せ る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 の コ ネ ク タ １ ０ ６ 内 に 制 御 装 置 １ ０ ７
を 設 け る こ と に よ り 、 異 な る 超 音 波 探 触 子 で あ っ て も 、 超 音 波 診 断 装 置 を 物 理 的 に 改 造 す
る こ と な く 、 超 音 波 探 触 子 を 動 作 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ネ ク タ 内 に 制 御 装 置 １ ０
７ を 設 け る こ と に よ り 、 プ ロ ー ブ 自 体 の 体 積 や 質 量 が 増 大 す る こ と が な い の で 、 操 作 性 は
悪 化 し な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る コ ネ ク タ １ ０ ６ を 部 分 破 断
し て 内 部 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ に お い て 、 図 １ と 同 じ 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ に お い て 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ に は 、 空 気 流 動 用 の 開 口 部 と し て 通 風 孔 １ ０ ６ Ａ 、 １ ０ ６
Ｂ が 設 け ら れ て い る 。 フ ァ ン １ １ ５ が 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ 内 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 コ ネ
ク タ １ ０ ６ 内 に は 、 駆 動 回 路 １ １ ０ と 制 御 回 路 １ １ １ に よ っ て 構 成 さ れ た 制 御 装 置 １ ０ ７
が 設 け ら れ て い る 。 駆 動 回 路 １ １ ０ は 、 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４ ａ 、 １ １ ４ ｂ お よ び １ １ ４ ｃ
を 含 み 、 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４ ａ 、 １ １ ４ ｂ お よ び １ １ ４ ｃ に 対 し て そ れ ぞ れ 放 熱 板 １ １ ３
ａ 、 １ １ ３ ｂ お よ び １ １ ３ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 制 御 回 路 １ １ １ に は 、 超 音 波 診 断 装 置 と
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接 続 す る た め の 複 数 の 端 子 １ ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 の 動 作 に つ い て 、 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 フ ァ ン １ １ ５ が 回 転 す る こ と に よ っ て 通 風 孔 １ ０ ６ Ａ か ら 流 入 し た 空
気 は 、 矢 印 １ ２ ２ の 向 き に 流 れ 、 放 熱 板 １ １ ３ ａ ～ １ １ ３ ｃ を 冷 却 し 、 通 風 孔 １ ０ ６ Ｂ か
ら コ ネ ク タ １ ０ ６ 外 に 流 出 す る 。 放 熱 板 １ １ ３ ａ ～ １ １ ３ ｃ は ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４ ａ ～ １
１ ４ ｃ に 当 接 し て お り 、 放 熱 板 １ １ ３ ａ ～ １ １ ３ ｃ を 冷 却 す る こ と に よ り 、 ト ラ ン ジ ス タ
１ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｃ を 効 果 的 に 冷 却 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ １
１ ４ ａ ～ １ １ ４ ｃ の 発 熱 に よ る 損 傷 を 未 然 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ に 通 風 孔 １ ０ ６ Ａ 、 １ ０ ６ Ｂ 及 び フ
ァ ン １ １ ５ を 設 け る こ と に よ り 、 駆 動 回 路 １ １ ０ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｃ の 発
熱 に よ る 損 傷 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
図 ５ Ａ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る コ ネ ク タ １ ０ ６ を 部 分 破
断 し て 内 部 構 造 を 示 す 図 で 、 図 ５ Ｂ は 、 図 ５ Ａ の コ ネ ク タ １ ０ ６ の 左 側 面 図 で あ る 。 な お
、 図 ５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ に お い て 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 じ 要 素 に は 同
一 の 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ に お い て 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ は 金 属 に よ っ て 構 成 さ れ 、 そ の 表 面 に は 、
フ ィ ン １ ０ ６ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ １ ０ ６ の 外 部 に は フ ァ ン １ １ ５ が 設 け ら れ て
い る 。 駆 動 回 路 １ １ ０ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｃ は コ ネ ク タ １ ０ ６ に 接 触 固 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 の 動 作 に つ い て 、 図 ６ Ａ お よ び 図 ６ Ｂ を 用 い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
フ ァ ン １ １ ５ が 回 転 す る こ と に よ っ て 発 生 す る 空 気 流 １ ２ ２ は 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ に 形 成 さ
れ た フ ィ ン １ ０ ６ Ｃ に 当 た り 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ を 冷 却 す る 。 コ ネ ク タ １ ０ ６ に は ト ラ ン ジ
ス タ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｃ が 接 触 固 定 さ れ て い る た め 、 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｃ を
効 果 的 に 冷 却 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｃ の 発
熱 に よ る 損 傷 を 未 然 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ に フ ィ ン １ ０ ６ Ｃ が 形 成 さ れ 、 フ ァ
ン １ １ ５ が コ ネ ク タ １ ０ ６ に 設 け ら れ て い る の で 、 駆 動 回 路 １ １ ０ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４
ａ ～ １ １ ４ ｃ の 発 熱 に よ る 損 傷 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 第 ４ の 実 施 形 態 ）
図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る コ ネ ク タ １ ０ ６ を 部 分 破 断
し て 内 部 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 ７ に お い て 、 図 ３ に 示 す 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 じ 要
素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ７ に お い て 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ に は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 構 成 に 加 え て 、 温 度 検 出 装 置 １ １
６ 及 び 回 転 数 制 御 装 置 １ １ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 の 動 作 に つ い て 、 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ８
は 、 本 実 施 形 態 に お け る フ ァ ン 制 御 ル ー チ ン の 処 理 工 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-16750 A 2004.1.22



コ ネ ク タ １ ０ ６ 内 の 温 度 Ｔ は 、 温 度 検 出 装 置 １ １ ６ に よ っ て 検 出 さ れ （ Ｓ ８ ０ １ ） 、 回 転
数 制 御 装 置 １ １ ７ に 伝 達 さ れ る 。 駆 動 回 路 １ １ ０ の 動 作 に よ っ て ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４ ａ ～
１ １ ４ ｃ が 発 熱 し 、 そ れ に よ り コ ネ ク タ １ ０ ６ 内 の 温 度 Ｔ が 上 昇 す る 。 回 転 数 制 御 装 置 １
１ ７ は 、 検 出 温 度 Ｔ が 設 定 温 度 Ｔ Ｓ 以 上 で あ る か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ８ ０ ２ ） 、 そ の 判 断 の
結 果 、 検 出 温 度 Ｔ が 設 定 温 度 Ｔ Ｓ 以 上 で あ る 場 合 （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 回 転 数 制 御 装 置 １ １ ７ が フ
ァ ン １ １ ５ を 回 転 さ せ （ Ｓ ８ ０ ３ ） 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ 内 の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４
ｃ を 冷 却 す る 。 こ の 冷 却 に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ２ の 判 断 の 結 果 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ 内 の 検
出 温 度 Ｔ が 設 定 温 度 Ｔ Ｓ 未 満 に な る と （ Ｎ ｏ ） 、 回 転 数 制 御 装 置 １ １ ７ が フ ァ ン １ １ ５ を
停 止 さ せ る （ Ｓ ８ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ 内 の 温 度 に 応 じ て フ ァ ン １ １ ５ の 動
作 を 制 御 す る の で 、 よ り 効 率 の 良 い 冷 却 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 コ ネ ク タ １ ０ ６ 内 の 温 度 に 応 じ て 単 純 に フ ァ ン １ １ ５ を オ ン ／ オ
フ し た が 、 温 度 に 応 じ て フ ァ ン １ １ ５ の 回 転 数 を 変 化 さ せ る 制 御 を 行 な っ て も 、 同 様 の 効
果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 超 音 波 探 触 子 に 温 度 検 出 装 置 １ １ ６ 及 び 回 転 数
制 御 装 置 １ １ ７ を 加 え た 構 成 と し た が 、 第 ３ の 実 施 形 態 の 超 音 波 探 触 子 に そ れ ら を 加 え て
も 同 様 に 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ 第 ５ の 実 施 形 態 ）
図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。 な お 、 図 ９ に お い て 、 図 １ に 示 す 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ９ に お い て 、 揺 動 機 構 １ ０ ２ は 、 音 響 素 子 １ ０ １ の 揺 動 角 度 θ を 検 出 す る エ ン コ ー ダ １
１ ９ を 備 え て い る 。 ま た 、 制 御 回 路 １ １ １ は 、 記 憶 回 路 １ １ ８ を 備 え て い る 。 記 憶 回 路 １
１ ８ に は 、 エ ン コ ー ダ １ １ ９ の 動 作 に よ っ て 得 ら れ る 、 音 響 素 子 １ ０ １ の 揺 動 角 度 θ に 対
す る 補 正 値 θ ｃ が 予 め 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 の 動 作 に つ い て 、 図 １ ０ を 用 い て 説 明 す る 。 図
１ ０ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 揺 動 原 点 調 整 ル ー チ ン の 処 理 工 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
超 音 波 探 触 子 １ の 電 源 が 入 る （ Ｓ １ ０ ０ １ ） と 、 制 御 装 置 １ ０ ７ は 、 記 憶 回 路 １ １ ８ か ら
揺 動 角 度 θ に 対 す る 補 正 値 θ ｃ を 読 み 出 す （ Ｓ １ ０ ０ ２ ） 。 次 に 、 制 御 装 置 １ ０ ７ は 、 エ
ン コ ー ダ １ １ ９ か ら ケ ー ブ ル １ ０ ５ を 介 し て 音 響 素 子 １ ０ １ の 揺 動 角 度 θ を 取 得 し （ Ｓ １
０ ０ ３ ） 、 取 得 し た 揺 動 角 度 θ を 読 み 出 し た 補 正 値 θ ｃ で 補 正 す る （ Ｓ １ ０ ０ ４ ） 。 次 に
、 制 御 装 置 １ ０ ７ は 、 音 響 素 子 １ ０ １ が 原 点 位 置 に あ る か 否 か を 判 断 し （ Ｓ １ ０ ０ ５ ） 、
そ の 判 断 の 結 果 、 原 点 位 置 で は な い 場 合 （ Ｎ ｏ ） 、 音 響 素 子 １ ０ １ を 原 点 方 向 に 揺 動 さ せ
（ Ｓ １ ０ ０ ６ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ３ ～ Ｓ １ ０ ０ ６ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ５ で の 判 断 の 結 果 、 音 響 素 子 １ ０ １ が 原 点 位 置 に 達 し た 場 合 （ Ｙ
ｅ ｓ ） 、 揺 動 原 点 調 整 ル ー チ ン が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 揺 動 機 構 １ ０ ２ の 原 点 位 置 を 、 エ ン コ ー ダ １ １ ９ の
物 理 的 な 位 置 を 調 整 す る こ と な く 、 記 憶 回 路 １ １ ８ に 予 め 記 憶 さ れ て い る 揺 動 角 度 θ に 対
す る 補 正 値 θ ｃ に よ っ て 微 調 整 す る こ と が 可 能 と な り 、 角 度 精 度 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 安
価 に 得 る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 の コ ネ ク タ 内 に 音 響 素 子 の 揺 動 機 構
を 制 御 す る 制 御 装 置 を 設 け る こ と で 、 構 成 が 異 な る 超 音 波 探 触 子 で も 、 超 音 波 診 断 装 置 を
改 造 す る こ と な く 、 単 に 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 す る だ け で 動 作 さ せ る こ と が で き る 、 と い
う 格 別 な 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 構 成 例 を 示 す 部 分 断 面 お よ び ブ
ロ ッ ク 図
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 、 三 相 モ ー タ ２ ０ １ 及 び そ の 駆 動 回 路 １ １ ０
Ａ を 用 い た 超 音 波 探 触 子 の 一 構 成 例 を 示 す 部 分 断 面 お よ び ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 、 超 音 波 モ ー タ ２ ０ ２ 及 び そ の 駆 動 回 路 １ １
０ Ｂ を 用 い た 超 音 波 探 触 子 の 一 構 成 例 を 示 す 部 分 断 面 お よ び ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る コ ネ ク タ １ ０ ６ を 部 分 破 断
し て 内 部 構 造 を 示 す 図
【 図 ４ 】 図 ３ に お い て 動 作 時 に 発 生 す る 空 気 流 の 向 き １ ２ ２ を 示 す 図
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る コ ネ ク タ １ ０ ６ を 部 分 破
断 し て 内 部 構 造 を 示 す 図
【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ｂ の コ ネ ク タ １ ０ ６ の 左 側 面 図
【 図 ６ Ａ 】 図 ５ Ａ に お い て 動 作 時 に 発 生 す る 空 気 流 の 向 き １ ２ ２ を 示 す 図
【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ａ の コ ネ ク タ １ ０ ６ の 左 側 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る コ ネ ク タ １ ０ ６ を 部 分 破 断
し て 内 部 構 造 を 示 す 図
【 図 ８ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る フ ァ ン 制 御 ル ー チ ン の 処 理 工 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ０ 】 第 ５ の 実 施 形 態 に お け る 揺 動 原 点 調 整 ル ー チ ン の 処 理 工 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト
【 図 １ １ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 一 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 超 音 波 探 触 子
２ ０ 　 超 音 波 探 触 子
３ ０ 　 超 音 波 探 触 子
１ ０ １ 　 音 響 素 子
１ ０ ２ 　 揺 動 機 構
１ ０ ３ 　 音 響 ウ ィ ン ド ウ
１ ０ ４ 　 フ レ ー ム
１ ０ ５ 　 ケ ー ブ ル
１ ０ ６ 　 コ ネ ク タ
１ ０ ６ Ａ 、 １ ０ ６ Ｂ 　 通 風 孔
１ ０ ６ Ｃ 　 フ ィ ン
１ ０ ７ 　 制 御 装 置
１ ０ ８ 　 カ ッ プ リ ン グ 液
１ ０ ９ 　 ハ ウ ジ ン グ
１ １ ０ 　 駆 動 回 路
１ １ ０ Ａ 　 三 相 モ ー タ 用 の 駆 動 回 路
１ １ ０ Ｂ 　 超 音 波 モ ー タ 用 の 駆 動 回 路
１ １ １ 　 制 御 回 路
１ １ ３ ａ 、 １ １ ３ ｂ 、 １ １ ３ ｃ 　 放 熱 板
１ １ ４ ａ 、 １ １ ４ ｂ 、 １ １ ４ ｃ 　 ト ラ ン ジ ス タ
１ １ ５ 　 フ ァ ン
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１ １ ６ 　 温 度 検 出 装 置
１ １ ７ 　 回 転 数 制 御 装 置
１ １ ８ 　 記 憶 回 路
１ １ ９ 　 エ ン コ ー ダ
１ ２ ２ 　 空 気 流 の 向 き
１ ２ ３ 　 端 子
２ ０ １ 　 三 相 モ ー タ
２ ０ ２ 　 超 音 波 モ ー タ

【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(10) JP 2004-16750 A 2004.1.22



【 図 １ １ 】
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